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１。本書は石川県羽咋市寺家町から柳田町にかけて所在する「寺家遺跡」の第１３次発掘調査報告書

である。

２．本調査は一般国道２４９号交通安全施設等整備事業に係るもので、石川県（石川県羽咋土木事務

所）から委託を受けた羽咋市（羽咋市教育委員会）が実施した。調査費用は石川県土木部道路

整備課が負担した。

３．現地調査は平成９年度に実施し、羽咋市教育委員会文化課職員の協力を得て、同主事坂元勇

（現：羽咋市農林水産課主事）が担当した。また、調査に係る事務と調整は同主幹谷内碩央

（現：文化財室次長）があたった。

４．現地調査期間は平成９年８月２５日から同年１２月９ロまで延べ６６日間を要した。

５．出土品の整理および報告書作成に必要な記録資料整理にあたっては、平成８・１１年度に実施し、

遺物洗浄・接合・記名・実測・トレース作業を能山真登加、上田郁代、上井直子、井上育子、

古池理恵子が行い、遺物写真撮影を文化財室主査出口成治、その他を同嘱託宮下栄仁が担当し

吉野輝子の協力を得た。

６．本書の遺構・遺物挿図などの表示は以下のとおりである。

（１）挿図の縮尺は掲載のスケールで示した。

（２）方位はすべて真北を示している。

（３）水平基準は海抜高を示している。

（４）本文中に挿図遺物番号と写真図版の遺物番号は一致する。

（５）土器実測図の断面は須恵器を黒塗り、その他の土器類を白抜きで示した。またスクリー

ントーンは赤彩を示している。

㈲遺構の略号は次のとおりである。

Ｓ Ｋ ： 土 坑 Ｓ Ｄ ： 溝 Ｐ ｉ ｔ お よ び Ｐ ： 柱 穴 お よ び 小 穴

７．発掘調査および出土品整理・報告書作成にあたっては、次の方々や諸機関からご教示とご協力

をいただいた。記して深甚の謝意を表したい。（敬称略・順不同）

小嶋芳孝・北野博司・中條茂雄・堀田成雄・中越照次・林茂清・山下周司・石川県教育委

員会・石川県立埋蔵文化財センター（現：財団法人石川県埋蔵文化財センター）・石川県

羽咋土木事務所・柳田町会・土田組・古永建設・前田基礎

８．本書の執筆・編集は宮下が担当した。

９．調査によって得られた資料は、羽咋市教育委員会が一括して保存管理にあたっている。

ｍ



第１章遺跡とその周辺

第 １ 節 地 理 的 環 境

寺家遺跡が所在する石川県羽咋市は、能登半島の基部西側に位置している。羽咋市域は、西北部

に標高５０～１２０ｍの低平な眉丈山丘陵が北東に伸び、南東部には本市内の最高峰である標高４６１ｍの

碁石ケ峰を有する石動山丘陵が連なる。これらの丘陵にはさまれるように七尾から羽咋に至る幅３
～４ｋｍで能登半島中央部を斜めに横断するいわゆる邑知地溝帯は、半島屈指の穀倉地帯である。ま

た、冬鳥とくに白鳥の飛来で知られる邑知潟は典型的な海跡湖であり、干拓以前は石川県下で河北

潟に次ぐ湖沼であった。現在は長曽川と羽咋川を結ぶ水路としての広がりしか残っていなく、その

面積は８６ｈａにすぎない。
一方、日本海に面する西側では、河北郡高松町の大海川から本市一ノ宮町に至る延長１２ｋｍ、幅１

ｋｍをこえる羽咋砂丘（海岸砂丘）が発達している。この砂丘の形成は、内陸側より順に縄文時代前

期に形成された内列砂丘、同中期初めの中列砂丘、そして弥生時代末から古墳時代初頭に形成され

た外列砂丘の３列に区分することができる。これらの砂丘で形成される海岸線も最近では浸食が著

しく見られる。このため一ノ宮海岸ではテトラポット等の波消しブロックを海中に並べ浸食を防ぐ

努力がなされている。

１

第１図位置と地形概念図
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第 ２ 節 歴 史 的 環 境

羽咋市は、前節の地理的環境とも相まって豊かな生産域と交通の要衝として、歴史上で口能登の

拠点として位置づけられてきた。特に羽咋砂丘の北端から眉丈山丘陵に広がる海岸段丘一帯に多く

の遺跡が分布しており、古代羽咋の中心域であったことが遺跡の性格からも示されている。

時代に沿って概観すると、羽咋市ではまだ旧石器時代の遺跡は確認されていなく、最古のものは

気多大社僧坊群遺跡で出土した縄文前期前葉の土器群がある。この周辺で縄文時代の遺跡が散見さ

れ、落とし穴が発見された柳田シャコデ遺跡や寺家遺跡がある。また近年、柴垣町須田の砂取り現

場から縄文時代から中世の複合遺跡が発見されている。今後、調査が進めば同時代の遺跡も増加す
るものと思われる。

弥生時代にはいると、それまで居住に適していなかった邑知潟周辺の微高地に、かなり大規模な

集落が営まれるようになる。中でも吉崎・次場遺跡は、遅くとも前期新段階には集落が成立し、以

降古墳時代初頭に到るまで中核的集落として営まれていたことが確認されている。また、砂丘地帯
でも弥生時代中期から後期の兵庫オクヤマデ遺跡、寺家遺跡、柴垣須田遺跡などが点在する。

古墳時代になると、これまで様相がはっきりと掴めていなかった前半が、太田ニシカワダ遺跡の

調査で好資料が得られている。漆工関係土器群など工房的集落としての性格が濃厚であると推察さ
れ、吉崎・次場遺跡から継続する集落と見なされている。後期以降になると寺家遺跡周辺で集落の

営みが確認され、南端部では６世紀前半に中心部の祭祀活動に先行する様相の集落の存在が明らか

となった。一方古墳は、北部海岸段丘部に滝大塚古墳に代表される滝古墳群、柴垣古墳群、柳田古

墳群などがまとまって造営されている。南部砂丘上には羽咋古墳群、新保ゼンボン古墳群が、また

東部の志雄周辺の丘陵部に集中している。須恵器生産もすでに該期に始まり、柳田古墳群周辺丘陵の開
折谷で県内でもかなり早い時期の５世紀末ごろから８世紀中ごろまで継続的に操業が行われている。

奈良・平安時代以降になると、北部砂丘上に気多神社と深く関係した寺家遺跡やシャコデ廃寺な
どの活動が活発となり、羽咋地域の中枢的状況の様相を強める。また羽咋中央部の吉崎・次場遺跡

や長者川遺跡から発見された墨書土器などの出土品から官衛や群衛との関係が注目される。一方、

羽咋市北東部にあたる余喜地区では、四柳白山下遺跡、四柳ミッコ遺跡、大町ダイジングウ遺跡な

どの調査成果から墨書土器をはじめ多彩な遺物や遺構が検出され、古代官道沿いの遺跡として注目
されている。

参 考 文 献
『寺家遺跡発掘調査報告書Ｉ・ｎ』３８６・１９８８石川県立埋蔵文化財センター

『吉崎・次場遺跡第１３次発掘調査』１９９４石川県羽咋市教育委員会

『新保ゼンボン遺跡』１９９４石川県羽咋市・石川県羽咋市教育委員会

『太田ニシカワダ遺跡』１９９９石川県羽咋市教育委員会
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第１表周辺遺跡地名表１

器 枝
番号

名 称 所 在 地 所 在 地 通 称 種別 現 状 立 地 時 代 出 土 品 備 考 文 献

０７０１２ 釡屋倉ノ下遺跡 羽咋市毎降格 倉ノド 散布地 田・畑・宅地 平地 平安～中世 須恵器、土師器、
珠洲焼

１９８４、８７年、市教委発
掘調査

１３６２．１５６４．
１６２８

０７０１３ 藁屋遺跡 羽咋市￥屋町・
柳田町

散布地 畑 ・ 宅 地 砂丘 縄文～古墳 土器、石器、刀子 １９８８年市教委発掘調査 ２６２、１６２８

０７０１４ 寺家遺跡 羽咋市寺家町・
柳田町 尉‰ 宅地・畑 砂丘 縄文～中世 縄文土器、弥生土

器、須恵器、土師
ａ、中世陶磁器、
銅製品、鉄製品、
三彩、ガラス製品

１９７７～８０．８５年県教委
・県埋文センター発掘
調査。１９８０～８３．８７．８９．
９１年市教委発掘調査

９８８、１０１１、
１２０５．１２１８．
１４１３．１Ｓ４７
１６２９．１７１５

０７０１５ 寺家海岸遺跡 羽咋市寺家町 散布地 工場用地・畑 砂丘． 弥生 弥生土器 工場用地造成地で採集 １５４４

０７０１６ 柳田猫ノ目遺跡 羽咋市柳田町・
寺家町

描ノ目・カ才、ツキ・
オオタ

散布地 田・畑 平地 縄文～中世 土器、石器、木器
金属製品

１９７８．】９７９年、県教委・
県埋文センター発掘調
査。

７６５．１４１３．
１５４７、１６２８．
１８３４

０７０１７ 束筆塚遺跡 羽咋市東答屋町 散布地 田 平地 弥生 弥生土器 １９９２年市教委発掘調査

０７０１８ 吉崎・次場遺跡 羽咋市吉崎町・
次場町・
知多町

敢布地 田・畑・宅地 平地 弥生～中世 土器、土製品、石
器、木器、玉、鏡

１９５６年羽咋高校、６３年
市教委・石考研、７９～
８２、８６，９１年市教委、８０
～８４年県埋文センター
発掘調査。国指定史跡

４２９．５８４，
７６５．８７０，
９１１、１４８０

０７０３９ 柳田ヒガシデ１号窯跡 羽咋市柳田町 ヒガシデ 窯跡 宅地 丘陵斜面 不詳

０７０４０ 柳田うわの遺跡 羽咋市柳田町 ウワノ 敢布地 田 台地 弥生・
奈良・平安

弥生土器壷・甕・
高杯・器台、石鏃

１９５８年羽咋高校、７１年
市史調査団発掘調査。

３２１．６７２．
７６５．１８３４

０７０４１ 柳田宮の山古墳 羽咋市柳田町 宮の山 古墳 社地 丘陵 古墳 市指定史跡。
円墳、長径４２ｍ。三段
築成。横穴式石室か。

７６５，１８３４

０７０４２ １ 柳田山伏山１号墳 羽咋市柳田町 古墳 山林 丘鼓 古墳 直刀、刀子、馬具
玉類、須恵器

市指定史跡，
前方後円墳、全長４沁
横穴式石室。

７６５ｊ＆３４

２ 柳田山伏山２号墳 羽咋市柳田町 古墳 山林 必要 古墳 市指定史跡。
円墳、長径１７ｍ。

０７０４３ ｌ 柳田うわの１号墳 羽咋市柳田町 ウワノ 古墳 山林 丘貧 古墳 直刀、須恵器 円墳、径１６ｍ。横穴式
石室。

３１９．７６５．
１８３４

２ 柳田うわの２号墳 羽咋市柳田町 ウワノ 古墳 山林 丘歿 古墳 古墳、径１３ｍ。 ７６５．１８３４

３ 柳田うわの３号墳 羽咋市柳田町 ウワノ 古墳 山林 丘陵 古墳 前方後円墳、全長３９ｍ
横穴式石室。

４ 柳田うわの４号墳 羽咋市柳田町 ウワノ 古墳 墓地 丘陵 古墳 円墳、径８ｍ

５ 柳田うわの５号墳 羽咋市柳田町 ウワノ 古墳 山林 丘雖 古墳 円墳、径１Ｃｈ未満。

６ 柳田うわの６号墳 羽咋市柳田町 ウワノ 古墳 山林 丘綾 古墳 円墳、径２５ｍ。

０７０４４ ｌ 柳田ウワノ１号窯跡 羽咋市柳田町 ウワノ 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期 須恵器、鉄滓 １１５１、１８３４

２ 柳田ウワノ２号窯跡 羽咋市柳田町 ウワノ 窯跡 山林 丘陵斜面 不詳 須恵器 １１５１、１８３４

０７０４５ １ 柳田五郎兵衛山１号窯跡 羽咋市柳田町 ゴロベ山 窯跡 山林 丘歿斜面 古墳後期 須恵器甕、杯身、
杯蓋、匯、平瓶、
円面硯、甑、陶馬

１９７１年、市史調査団発
掘調査。

３２７．７６５、
１８３４

２ 柳田五郎兵衛山２号窯跡 羽咋市柳田町 ゴロベ山 窯跡 山林 丘貧斜面 古墳後期 須恵器

３ 柳田五郎兵衛山３号窯跡 羽咋市柳田町 ゴロベ山 窯跡 山林 丘ｊｌ斜面 古墳後期 須恵器
４ 柳田五郎兵衛山４号窯跡 羽咋市柳田町 ゴロベ山 窯跡 山林 丘歿斜面 古墳後期 須恵器 １８３４

０７０４６ 柳田アサバタケ１号窯跡 羽咋市柳田町 アサバタケ 窯跡 山林 丘陵斜面 奈良 須恵器 １１５１．１８３４

０７０４７ 柳田タンワリ１号窯跡 羽咋市柳田町 タンワリ 窯跡 山林 丘陵斜面 古墳後期 須恵器、陶馬、円
面硯

１９８１年県埋文センター
発掘調査

１１５１ｊ８３４

０７０４８ １ 柳田テンジク１号窯跡 羽咋市柳田町 テンジク 窯跡 山林 丘雖斜面 古墳後期 須恵器 ３２７、７６５．
１８３４

２ 柳田テンジク２号窯跡 羽咋市柳田町 テンジク 窯跡 山林 丘鼓斜面 古墳後期 須恵器 １１５１．１８３４

０７０４９ 柳田テンジク古墳 羽咋市柳田町 テンジク 古墳 山林 丘陵 古墳 須恵器、小札様鉄
板、鉄鏃、刀子

円墳、径１５ｍ。１９９１年
市教委分布調査。横穴
式石室。

７６５．１８３４

０７０５０ 柳田セックデン古墳 羽咋市柳田町 セックデン 古墳 田 台地 古墳 須恵器、勾玉 損壊 ７６５、１８３４

０７ＣＸ５１ 柳田台地遺跡 羽咋市柳田町 オテラ、クレデン、
ハタケダ、エソエ等

敗布地 山林 台地 縄文～中世 １９７８．７９年市教委・県
埋文センター発掘調査

１２９１．１４９３．
１８３４

０７０５２ 柳田シヤコデ廃寺 羽咋市柳田町 シャコデ 寺跡 畑 台地 奈良・平安 瓦、互塔、仏像、
土師器、須恵器

１９７１年、市史調査団発
掘肩査。１９８４～８６年、
市教委詳細分布調査。

３２７，７６５，
１４９３．１８３４

０７０５３ 柳田シャコデ１号窯跡 羽咋市柳田町 シャコデ 窯跡 田・崖 台地縁 古墳後期 須恵器 １１５１．１２９５、
１８３４

０７０５４ 気多社僧坊群遺跡 羽咋市寺家町 チョウエイジ、ブタ
イ、ムカイダ等

散布地 田 台地 縄文～中世 土Ｓ、石器、金属
製品

１９７７．７８，８４年、県教委
市教委発掘調査。

９４８ｊ２９０．
１３６３
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０７０５５ 寺家モスケ古墳 羽咋市寺家町 モスケ 古墳 崖 台地縁 古墳 須恵器、金環、ガ
ラス小玉

横穴式石室，１９９１年、
市教委発掘調査。

１７５２．１８３４

０７０５６ 一一ノ宮郵便局遺跡 羽咋市一ノ宮町 散布地 宅地 平地 弥生 壷 、 甕 ３Ｚ４

０７０５７ 大楽寺中世墓 羽咋市寺家町 墳墓 山林 丘陵裾 中世 須恵器、珠洲焼、
人骨

１２９５

０７０５８ 寺家中世墓 羽咋市寺家町 墳墓 田 丘陵裾 中世

０７０５９ 一一ノ宮左弥遺跡 羽咋市一ノ宮町 散布地 山林 丘陵 縄文 磨製石斧

０７圀０ １ 気多１号中世墓 羽咋市寺家町 墓 社地 丘陵 中世 石室。 ７６５．１４１３

２ 気多２号中世幕 羽咋市寺家町 幕 社地 丘陵 中世 石室。

０７０６１ 一ノ宮遺跡 羽咋市一ノ宮町・
寺家町

集落跡 田 台地 古墳～中世 須恵器、土師器、
珠洲焼

１９７８，７９年、市教委発
掘調査。

９９３．１０３６

０７０６２ 若宮屋敷跡 羽咋市寺家町 散布地 畑・田 台地 不詳 礎石

０７０６３ 不動寺院跡 羽咋市-・ノ宮町 寺跡 保育所 平地 中世 板碑、瓦輪塔、宝
廣印塔

０７０６４ １ 滝ｌ片墳 羽咋市一ノ宮町 古墳 山林 台地 古墳 円筒埴輪、須恵器 円墳、径２池 ４５３、４７９．
７６５．１１１４

２ 滝２片墳 羽咋市一ノ宮町 古墳 山林 台地 古墳 円塔埴輪、須恵Ｚ；
（石錘）

円墳、径２０ｍ。横穴式
石室。

３ 滝３号墳 羽咋市一ノ宮町 古墳 田 台地 古墳 須恵器、玖刀２、
鉄鏃、馬具

円墳、横穴式石室。
１９７９．８０年市教委発掘
調査。

４５３．４７９．
７６５．１０３６．
１１１４．１８３４

４ 滝４号墳 羽咋市一一ノ宮町 古墳 田 台地 古墳 天井石、須恵器 円頂、径１５ｍ。損壊。 ４５３．４７９．
７６５．１０３６．
１１１４５ 滝５号墳 羽咋市‥ノ宮町 古墳 宅地 台地 古墳 円筒埴．輪、石材 円墳、径５師。損壊。

６ 滝６号墳 羽咋市一ノ宮町 古墳 畑 台地 古墳 円筒埴．輪、須恵器 円墳、径２５ｍ。

７ 滝７号墳 羽咋市-ノ宮町 古墳 畑 台地 古墳 須恵器 Ｆｌｌ墳、損壊。

８ 滝８号墳 羽咋市一ノ宮町 古墳 山林 台地 古墳 円墳、削５ｍ １０３６．１１１４

９ 滝９号墳 羽咋市一ノ宮町 古墳 山林 台地 占墳 自然地形の可能性あり

１０ 滝大塚古墳 羽咋市滝町・
一ノ宮町 古墳 山林 台地 古墳 円筒埴輪、勾玉、

須恵器、（石鏃）
円墳、径９０ｍ。葺石、
竪 六 式 石 室

７６５．１０３６

１１ 滝ゴンニョモ山古墳 羽咋市滝町 ゴンニョモ山 古墳 宅地 台地 古墳 葺石。１９５７年損壊。 １１２３

１２ 滝白山神社古墳 羽咋市滝町 古墳 社地 台地 古墳 土師器、須恵器 円墳、径２０ｍ。葺石。
損壊。

７６５ｊ０３６

０７０６５ 滝ザンサ山古墳 羽咋市滝町 ザンサ 古墳 田 台地 古墳 石材 円頂、径２師。損壊。 ７６５

０７Ｓ６ １ 滝オーショージ１号墳 羽咋市滝町 オーショージ
（大清水）

古墳 田 台地 占墳 須恵器 円墳、横穴式石室か。
損壊。

７６５

２ 滝オーショージ２号墳 羽咋市滝町 オーショージ
（大清水）

古墳 畑 台地 古墳 須恵器隠顕壷、土
師器箆、朱塊

円墳か。横穴式石室か。
損壊。

３ 滝オーショージ３号墳 羽咋市滝町 オーショージ
（火消水）

古墳 田 台地 古墳 須恵器詮・高杯・
！、土師器！

横穴式石室か。損壊。

４ 滝オーショージ４号墳 羽咋市滝町 オーショージ
（大清水）

古墳 田 台地 古墳 須恵器高坏・噫・
提瓶・１１惣幄霖Ｓ
ｌｌ師器

横穴式石室か。燈台建
設時損壊。

５ 滝オーショージ５号墳 羽咋市滝町 オーショージ
（大清水）

古墳 田 台地 古墳 横瓶、提瓶、詮、
杯、武刀、朱塊

横穴式石室か。損壊。

０７〔Ｘ５７ 滝・柴垣膨猛遺跡群Ｆ地区 羽咋市滝町 製塩跡 草地 海岸没ｆぶ面 奈良・平安 須恵器、土師５、
製塩土器

１９９０吊、富山・大学発掘
調査。

７６５ｊ８２８

０７０６８ 滝・柴垣製塩遺跡群Ｅ地区 羽咋市滝町 製塩跡 草地 ｉｉ岸段丘斜面 奈良・平安 須恵ａ、土師翫
製塩土Ｓ

１９７０年巾史調査団、８９，
９０年富山大学発掘調査

７６５、１７２９．
１８２８

０７ＣＸ５９ 滝テングミズ古墳 羽咋市滝町 古墳 林 台地 古墳 前方険円墳（横穴式石
室）、全長３０ｍ（ｒ石川
考古』第９７号），

１１１４．８０４３

０７０７０ 滝・柴垣製塩遺跡群Ｉ地区 羽咋市滝町 散布地 田 台地 不詳 須恵器、石鏃 １２９５

０７０７１ 滝・柴垣９４ｊ盆遺跡群Ｄ地区 羽咋市滝町 製塩跡 草地 海岸胞徐緬 不詳 須恵器、土師ａ、
製塩土む

７６５

０７０７２ 滝臼尾塚古墳 羽咋市滝町 古墳 田 台地 古墳 須恵器 損壊。 ７６５

０７０７３ 滝・柴垣製塩聯脆塞Ｃ地区 ４；ｊ咋巾滝町 製塩跡 草地 海岸段丘棄涵 不詳 製塩土民土師器 ７６５

０７０７４ 滝 ・ 柴 垣 製 塩 - 地 区 羽咋市柴垣町 製塩跡 草地 海岸段丘斜面 不詳 製塩土器、１こ師器 ７６５

０７０７５ 滝・ｇお垣製塩遺跡群Ａ地区 羽咋市柴垣町 製塩μ 草地 海 岸 偏 蕗 古墳・平安 須恵器、土師ａ、
製塩土ぷ

１９７０
掘調

≒市史調査団発
ｔ．

７６５

０７０７６ 柴垣車塚古墳 羽咋市柴垣町 古墳 山林 台地 古墳 前方後円墳か。損壊。 ７６５
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０７０７７ 柴垣親王塚古墳 羽咋市柴垣町 古墳 社地・山林 台地 古墳 須恵器 県指定史跡。１９７０年市
史調査団発掘調査。前
方後円墳、全長３５ｍ。
横穴式石室。葺石。

２５９．４３５．
５１１．７６５

０７０７８ 滝・柴垣製塩遺跡群Ｇ地区 羽咋市柴垣町 製塩跡 田 漬ｉ岸ｆｌ丘斜面 平安 須恵器、ｔこ師む、
製塩土器

１９８９年、県埋文センタ
ー発掘調査

０７０７９ 滝・柴垣製塩遺跡群Ｈ地区 羽咋市柴垣町 酢布地 田 ’劈胎匹謬植 不詳

０７０８０ １ 柴垣円山１号墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 山林 台地 古墳 短甲、直刀、剣、
刀子

県指定史跡。
円墳、径２１．５ｍ。組合
式箱形石棺。１９７０年、
市史調査団発掘調査．

３７９．７６５

２ 柴垣円山２片墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 山林 台地 古墳 提瓶、酒杯、高杯 円墳、径８ｍ。組合式
石棺。

３ 柴垣円山３号墳 羽咋市柴垣町 マＪレヤマ 古墳 山林 台地 古墳 円墳、扁形石棺か。

４ 柴垣円山４吋墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 寺地・山林 台地 古墳 円墳、墳項部陥落。

５ 柴垣円山５号墳 羽咋市柴垣町 マＪレヤマ 古墳 寺地 台地 古墳 須恵器壷・高坏・
短頚壷一杯身・坏
蓋・小型提瓶

組合式箱形石棺、損壊

６ 柴垣円山６ｙ１墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 寺地 台地 古墳 １９７２年、不時発見。円
墳、横穴式石室。

７ 柴垣円山７号墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 山林 台地 古墳 石鏃、弥生土器、
須恵器、土師ａ、
製塩土ａ

横穴式石室

８ 柴垣円山８号墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 墓地 台地 古墳 円墳、径１（屈。横穴式
石室。

９ 柴垣円山９号墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 山林 台地 古墳 横穴式石室。

１０ 柴垣円山１０号墳 羽咋市柴垣町 マルヤマ 古墳 山林 台地 古墳

０７０８１ 柴垣円山中世幕 羽咋市柴垣町 マルヤマ 幕 寺地 台地 中世 ７６５

０７０８２ 柴垣観音山古墳 羽咋市柴垣町 観音堂 古墳 山林 台地 古墳 円筒埴輪、朝顔形
埴輪

県指定史跡
１９７０年市史調査団発掘
調査。円墳、径４３ｍ。
葺石，

２５９．３７９

０７０８３ １ 柴垣１号地下式横穴 羽咋市柴垣町 不詳 田 台地 不詳 １９８３年市教委発掘調査 １３０７

２ 柴垣２号地下式横穴 羽咋市柴垣町 不詳 田 台地 不詳 １９８３年市教委発掘調査

３ 柴垣３号地下式横穴 羽咋市柴垣町 不詳 田 台地 不詳 １９８３年市教委発掘調
査。副室あり。

４ 柴垣４号地下式横穴 羽咋市柴垣町 不詳 田 台地 不詳 １９８３年市教委発掘調査

５ 柴垣５号地下式横穴 羽咋市柴垣町 不詳 田 台地 不詳

６ 柴垣６号地下式横穴 羽咋市柴垣町 不詳 田 台地 不詳

０７０＆４ 柴垣ところ塚古墳 羽咋市柴垣町 古墳 田 台地 古墳 須恵器、鉄鏃 １Ｓ３年、市教委発掘調
査。横穴式石室。

７６５．１３０７

０７０８５ 芝原将監館跡 羽咋市柴垣町 シ ョ ウ カ 毒 県 航跡 畑 台地 不詳 ２、５，６．２０
８９８、１０８４

０７０８６ 柴垣ごぜん塚古墳 羽咋市柴垣町 古墳 田 台地 古墳 須恵器、紡錘車 １９８３年市教委発掘調査 ７６５．１３０７

０７０８７ 柴垣須田遠跡 羽咋市柴垣町 スタ 敗布地 田・山林 平地 弥生～平安 土器、石器 １９８５年市教委発掘調査 １４２８

０７０８８ 滝谷ハ幡社古墳 羽咋市滝谷町 古墳 畑 丘陵 古墳 円墳、径１肺１．

０７０８９ 滝谷八幡社遺辞 羽咋市池谷町 敢布地 田 丘陵 古墳 紺１、器台２、甕
１、無類ね冤壷１

０７０９０ 滝谷中世築 羽咋市河谷町 鎬 山林 丘陵 中世

Ｇ７０９１ 滝谷タタラ跡 羽咋市池谷町 製鉄跡 山林 丘鼓 不詳 ４基以トよりなる．

０７卯２ 滝谷横穴 羽咋市滝谷町 横穴幕 山林 丘陵 古墳 １２９５

０７０９３ 柴垣ゴウデンタタラ跡 羽咋市柴垣町 ゴウデン 製鉄跡 田 台地 不詳 鉱滓

０７０９４ １お垣遺跡 羽咋市柴垣町 散布地 山林 丘陵 平安 須恵ａ壷 ４３５

０７０９５ 柴垣マツカワ瓦窯跡群 羽咋市柴垣町 散布地 山林 丘陵斜面 奈良 軒丸瓦、軒平瓦、
丸瓦、平瓦、須恵
器

４基以ｌｌよりなる， １２９５．１４１３

０７０９６ 柴垣マッカワ遺跡 羽咋市柴垣町 散布地 山林 丘．陵 奈良・平安 須恵器、鉱滓 道路建設により一部損
壊。製鉄遺構を含む。

１２９５

０７｛Ｓ７ 柴垣まつかわ堤タタラ跡群 羽咋市柴垣町 製鉄跡 山林 丘陵斜面 不詳 ３基以上よりなる。松
川堤に水没。

０７０９８ 谷内川大池１号窯跡 羽咋市柴垣町 窯跡 山林 丘鼓斜面 平安 渇水期以外は池に水没 １２９５

０７凶９ 谷内川大池製鉄跡 羽咋市柴垣町 製鉄跡 山林 丘陵斜面 不詳 渇水期以外は池に水没 １２９５



第２章調査の経緯と経過

第１節過去の調査と成果

１９７８年３月、中越照次氏が能登海浜道路建設の関連工事現場から大量の土器を発見したことをき

っかけとして遺跡の調査が始まった。１９７８～１９８０年の３ヶ年で延べ３０、０００❹を越える調査が実施さ

れ、縄文時代前期から室町時代にかけての大規模な複合遺跡であることが確認された。特に飛鳥時

代から室町時代の間は、すぐ近くに鎮座する気多神社との関係を示す様々な遺物と遺構が検出された。

概要を見ると、７世紀前半に小規模な集落で祭祀行為が始まっており、勾玉・ガラス玉・金環な

どが出土している。８世紀前半では祭祀地区と呼ぶ調査区で、窪地と土塁と溝で区画し祭祀場とし

たものと考えられ、石組炉や多数の焼土面などが検出されている。一方、砂田地区では竪穴式建物

が急増し、カマドを伴う建物から素文鏡・海獣葡萄鏡・銅鈴・帯金具などが出土している。この神

戸集団の竪穴式建物も８世紀後半には掘立柱建物に建て替えられている。

９世紀には、神戸集団の集落的建物群が姿を消し、２群からなる大型掘立柱建物が造営される。ま

ず２ ×５間で西側に庇が付く建物を中心とする北部大型建物群が配置され、周辺からは金銅製刀装

具・素文鏡・三彩小壷・緑粕平瓶などの祭具と「宮厨」と墨書された土器が出土している。ついで北

部建物群に代わって中央大型建物群が造立される。特に２×９間で東側中央に５間の庇を持つ建物が

最大で、柱穴掘り方から鎮壇に使用されたと見られる平瓶・隆平永宝などが出土している。また周辺

から「司舘」の墨書土器も出土し、前述のＦ宮厨」と共に大型建物群が神社の政庁域であった可能性

を示す好資料が得られている。また中央大型建物群の南側で畑の畝溝や小鍛冶と製塩の工房跡、北部

大型建物群の北側でも小鍛冶の炉跡などが検出され、周辺に生産域が広がっていたことが窺える。

１０世紀初頭になり、砂丘の移動が始まり遺跡の半分以上が砂の下になってしまう。これまで展開

した祭祀施設は姿を消し、土塁や溝で区画した郭や館群が造営される。これらの館群は変化しなが

ら１４世紀前半まで引き続き機能していたが、１４世紀中頃から砂丘の移動が活発となり廃絶したもの

と考えられる。その後、郭内を畑として利用されるが再び砂丘の移動で１５世紀初頭には完全に砂丘

の下に埋まったものと推測される。

以上が寺家遺跡の概略であるが、これまで年次で通算すれば第１２次の調査が実施され、遺跡の範

囲も２５ｈａを超す広がりがあることが確認されている。最近の調査では、遺跡の東方縁辺部で邑知

潟へ通じる道状遺構が検出され、潟を利用した水運で能登国府などへの交通路となっていたと考え

られている。また南端の調査で、６世紀前半の竪穴式建物が検出され、小型銅鏡片・ガラス玉・管

玉・臼玉・製塩土器・鉱滓などが出土した。本遺跡中心部で７世紀初頭に始まったとされる祭祀活

動の先行集落としての様相を示し、また北方丘陵部で生産が開始された羽咋古窯跡群柳田ウワノ１

号窯の供給関係を示す好資料が得られている。

発見当時の調査で、古代祭祀に関する資料が多く出土し「渚の正倉院」とまで称され全国的にも

フ
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第４表寺家遺跡の調査経過

第 ２ 章 調 査 の 経 緯 と 経 過 １

調査年度 調査名 調査地区名 調査面積（❹） 調査機関 調査原因 その他

昭和５３年（１９７８） 第１次発掘調査
祭祀地区
太田地区
砂田地区

１．３５０
１，９００
５００

石川県教育委員会 能登海浜道第ｎ期
排水管理埋設工事現場から大鼠の
土器を発見。奈良三彩、悛狽鏡な
どの祭器が出土。保存工事が行わ
れる。

昭和５４年（１９７９） 第２次発掘調査 太田地区
砂田地区

３００
１，５００

石川県立埋蔵文化
財センター

砂田地区で大型建物を７棟検出。
橋台の位置の変更で建物跡を保存
する。

昭和５５年（１９８０） 第３次発掘調査 砂田地区 １０．０００ 調査延べ面積約２５，０００ｍ’、県内初
の 航 空 写 真 測 量 が 行 わ れ る 。

昭和５６年（１９８１） 第４次発掘調査
砂田地区
１号地点
２号地点

２６
２５０
２２０

羽咋市教育委員会
国道２４９号歩道復旧工事
遺跡範囲確認調査

１号地点より、漆皿と木地荒型が
出土。工房の存在を裏付けるもの
か。

昭和５７年（１９８２） 第５次発掘調査
３号地点
４号地点
５号地点

１５０
８０
１９０

昭和５８年（１９８３） 第６次発掘調査
６号地点
７号地点
８号地点
９号地点

６
２９

３２５
７０

昭和５９年（１９８４） 第７次発掘調査 ５３-８番地
（４号旭屯） ４６０ 宅地化に伴う調査

昭和６０年（１９８５） 県水調査区 １００ 石賜靉取腿センター 県 水 道 供 給 事 業 第１１次調査で報告

昭和６１年（１９８６） 第８次発掘調査
２４-１番地
（６号坦庶）
５３-３番地

３３

５２
羽咋市教育委員会 個人住宅等建設事業

平成３年（１・多巳） 第９次発掘調査 シカモ地区
（３３番他） １２０ 公共施設建設事業

平成４年（１９９２） 第１０次発掘調査 ５３-１２番地
５３-１番地

７２
３２ 個人住宅等建設事業

平成５年（１９９３） 第１１次発掘調査 寒 大
柳田工回ｌ査区 ２００ 石川県立埋蔵文化

財センター
県営は場整備事業羽
咋西部地区 近状遺構検出。扇、斎串が出土。

平成８年（１９９６） 第１２次発掘調査 柳田町７２-１１
字１１番地

１００ 羽咋市教育委員会 個人住宅建設事業 ６Ｃ前半の祭祀活動が窺える集落
の存在を確認。

平成９年（１９９７） 第１３次発掘調査 磯節６８字６３-３
・６９字６５-２ ５００

一般国道２４９号交通
安全施設等整備事業 土塁を検出。

話題となった重要遺跡で今回の調査が第１３次となる。

第 ２ 節 調 査 の 経 緯

石川県羽咋土木事務所（以下・県土木）から一般国道２４９号交通安全施設等整備工事に係る２件

の発掘調査依頼の打診があったのは平成６年１０月のことである。２件とは滝大塚古墳と寺家遺跡で

の調査で、以後は県土木、石川県立埋蔵文化財センター（以下・県埋文）と羽咋市教育委員会（以

下・市教委）の三者で協議し対応することとした。翌平成７年１月、三者で協議した結果、市教委

としては来年度の事業が多く、すべてに対応することは困難であり滝大塚古墳については平成７年

度に実施するが、寺家遺跡については県土木と県埋文で調整することとなった。

平成８年、再び発掘調査の依頼が県土木、石川県教育委員会文化財課（以下・県文化財課）双方

よりあり、本年度の事業に組み入れられないが、次年度調査ということで内諾した。

平成９年３月２８日、当事業の工事立会調査の際、県土木・県文化財課・市教委の三者で本調査に

係る事前協議が持たれ、市教委から発掘調査の実施についてその内容を記し、県土木に提出するこ

とで合意した。

以上の経緯で石川県との間に寺家遺跡発掘調査の委託契約を締結できたのは平成９年（１９９７）８

月のことであった。また、発掘調査期間は平成９年８月２５日から１２月９日まで延べ６６日間、調査面

積は約５００❹である。
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第 ３ 節 調 査 の 経 過 （ 日 誌 抄 ）

８月２５・２６日
本日より現地入り。県土木、県文化財課の立
会いで重機による西側調査区表土除去作業。

８月２７日
発掘機材の搬入。ユニットハウス、ベルトコ
ンベアーの設置。

８月２８日
本日より作業員による発掘調査開始。黄色砂
の除去。

８月２９日、９月１・２日
包含層まで黄色砂の除去作業。包含層上面で
の写真撮影を行う。

９月３～５日
グリッド杭の設定後、包含層上面の土塁を平
板測量する。小嶋・北野両氏が来跡、指導し
ていただく。
９月９～１２日
包含層の掘り下げ作業を継続する。
９月１６日
台風１９号の接近で、その対応をする。
９月１８日
台風の影響はほとんどなく一安心。再び掘り
下げ作業を行う。
９月１９日
土塁内の遺構検出を行う。畝溝、ピットを検
出する。
９月２２日
西 側 調 査 区 の 遺 構 検 出 状 況 の 写 真 撮 影 を 行
い、その後に遺構の掘り下げ作業。県土木と
東側調査区の作業日程を打ち合わせる。
９月２４日
遺構の掘り下げ作業、写真撮影を行う。
９月１２ミ５・２６・２９・３０日
平面実測図の作成。２９日より東側調査区の矢
板の打ち込み作業が始まる。

１０月１～３日
土塁にトレンチを設定し、盛土状況を確認しな
がら掘り下げを行う。写真撮影も同時に行う。

１０月６日
引き続き掘り下げ作業。東側調査区の表土除
去を重機で行う。

１０月７日
風が強く飛砂に悩まされながら調査を行う。

第２章調査の経緯と経過１３

調査前の風景

表土除去作業

土塁調査風景

空中写真測量準備



誹

１０月８・９日
東側調査区の調査開始。西側も調査続行。

１０月１３～１７日
東側調査区の遺構検出と写真撮影。遺構の掘
り下げ作業。西側調査区では土塁のトレンチ
掘り下げと断面観察を行う。

１０月２０・２２～２４・２７日
東側調査区で包含層の掘り下げ作業。国道か
ら の 深 さ が ４ ｍ 近 く と な り 危 険 な 状 態 と な
る。西側調査区ではトレンチの断面観察と実
測図作成を行う。

１０月２８日
午前中、小雨の降る中を空中写真測量の準備
をする。午後、測量を実施。

１０月２９～３０日
西側調査区で土塁の掘り下げ作業。東側調査
区は危険なため中央にトレンチを入れて調査
することとする。

↓↓月４・５日
土塁の掘り下げと新たに検出した遺構の掘り
下げを行う。

１１月６・７日
土塁の掘り下げと写真撮影を行う。

１１月１０～１２日
土塁の掘り下げと並行して平面実測図を作成。

１１月１３～１５日
西側調査区の包含層掘り下げと遺構検出作業。

１１月１９～２１日
西側調査区で遺構検出状況の写真撮影。掘り
下げ作業。東側で包含層の掘り下げを行う。

１１月２５・２７・２８日
遺構の掘り下げを続行し完掘する。写真撮影
と断面図の作成を行う。

１１月２９日
西側調査区の下層を空中写真測量で行う。

１２月１・３・４日
西側調査区東壁面の土層観察、写真撮影、実
測図の作成を行う。東側調査区の埋め戻し作
業、矢板の撤去。

１２月８日
現地にて発掘成果を記者発表する。新聞４社
が来跡する。

１２月９日
西側調査区の埋め戻し作業。発掘機材等の撤
収作業を行い、現地調査を終了する。

／／／

土塁盛土の調査

や ． ゛ ” ζ

リフトセンサーで空中写真測量

埋戻し作業

発掘調査参加者

-

． ゛ ご ／



第１節調査の概要

第３章遺構と遺物

１．調査区の設定

寺家遺跡の発掘調査は、先に述べたように１９７８年に始まり今回の調査までに１９年の年月が過ぎ、

これまでに調査の大小はあるが年次で第１３次を数え、調査面積約１８．５６５❹が実施されている。今回

の調査は、砂田地区にあたり、一般国道２４９号猫ノ目交差点より北へ約１５０ｍの地点に位置する。

１９８０年度（第３次調査）で設定されたグリッドは、調査区の南北を通る軸を任意に設定し、この

軸を中心に１２０ｍの大グリッドを設定している。この大グリッドを、西北から１・２・３…と呼称

し、この大グリッドを更に１５ｍの中グリッドで分割し、南北方向の軸をＡからＩのアルファベット

で、東西方向の軸を１から８の数字で呼び、この軸の交点の北西方向のグリッドを、大グリッドの

数字をつけて軸の座標名で標記されている。これにそって今回の調査区を見ると、大グリッドで

１４にあたり、座標名で１４Ａ４～６・１４Ｂ４・１４Ｃ４に位置する。

今回の調査では、便宜的に国道を境にして東側調査区と西側調査区に分けて呼んでいる。西側調

査区では、国道に沿って任意の軸を設定し、この軸を５ｍで区切って北より１～７区に区画して遺

構や遺物の記録を行った。東側調査区は範囲も狭いことから一括して遺物の取り上げを行った。

２．包含層の概要

寺家遺跡のほとんどは、内列砂丘の下に埋まって存在しているがその上に深いところで約１０ｍ、

浅い場所で１ｍ前後の黄色砂が堆積している。寺家遺跡発掘調査報告Ｉによると、砂田地区はＮ区

とＳ区に分けられているが、Ｓ区は標高７～８ｍの旧砂丘の尾根筋の上に位置している。尾根筋の

幅は、約４５ｍを計る。ここでは厚さ４０ｃｍ前後の黒褐色系の包含層が全面に検出され、遺構面は土層

の上面・下層の上面・基礎砂層の上面の計３面で検出されている。標高約７ｍの尾根筋は海側大グ

リッド１１の南北（１１Ａ５）あたりで約３０度の傾斜で標高５．５ｍの底に達し、黒褐色系の包含層がか

なり厚く堆積し、海側とはきわだった対象を呈している。この尾根筋は北西から南東に伸びている

模様である。また市道が通っている中央では、Ｓ区の尾根から小さく東に派生する尾根を検出して

いる。この尾根から南北に傾斜する斜面は比較的緩い角度となっている。

Ｎ区ではＳ区から伸びて来た尾根が６Ｈ７あたりで、海側を通り、Ｎ区はこの尾根の東斜面に該

当する。この斜面は標高４．５ｍまで下がり、再び標高６．５ｍの高まりがある尾根筋が続く。またＮ区

北側では標高が５ｍ前後でその北端より約３０ｃｍ高くなっており、祭祀地区との間に東西方向に伸び

る低い尾根が伸びていると考えられる。

この結果から、砂田地区のある旧砂丘では標高８ｍ前後の北西に伸びる尾根を主脈として、ここ

から派生する小さな尾根と、更に主脈の尾根と平行する標高６ｍ前後の低い尾根が形成する起伏に

富んだ地形の上に遺跡が形成されていたことがわかった。また、旧砂丘で検出した地形は、現在の
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第３章遺構と遺物１７
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第６図西側調査区東壁面土層断面図（１／６０）
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１。灰黄褐色砂層
２．黒灰褐色砂層
３．暗灰褐色砂層
４．暗褐色砂層
５．茶褐色砂層
６．淡褐色砂層
７．淡灰黄褐色砂層
８．濁灰黄褐色砂屑
９．灰黄茶褐色砂層
１０．暗灰黄褐色砂層
１１．淡灰黄茶褐色砂層
１２．淡茶褐色砂層
１３．濁灰茶褐色砂層
１４．灰黄褐色砂層
１５．淡黄褐色砂層
１６．黄灰茶褐色砂層
１７．暗灰茶褐色砂層
１８．淡灰茶褐色砂層
１９．暗灰褐色砂層
２０．淡茶褐色砂層

一１

砂丘の地形と相関関係があまり認められていなかったことも明らかになったと報告されている。註１

今回の調査区も例外なく黄色砂に覆われていたが、現状は砂丘の砂が採取され、標高は東側調査

区で９ｍ前後、西側調査区で１０．５ｍ前後の畑地となっている。

調査は一般国道２４９号側を矢板で補強し、安全を確保した。包含層は東側調査区で地表下約３ｍ、

標高約６ｍに黒褐色の包含層が検出され、西側調査区では地表下約２ｍ、標高約８ｍに土塁の頂上

が検出された。東側調査区では南側で標高６．１６ｍ、北側で標高５．６２ｍと、南から北側へと緩やかに

傾斜している。また西側調査区では土塁の内側と考えられる東側と土塁の外側と見られる６区西側

とでは１ｍ前後の高低差があり、内側で標高７．０３ｍ、外側で８．０１ｍを計る。調査区は、砂丘の内陸

部端、低湿地帯との境界に近く、前述の北西に伸びる主脈の尾根と平行する尾根状あるいは東側傾

斜地に位置するものと考えられる。

東側調査区で包含層は南側で約０．４ｍを測り、北側で０．８ｍと傾斜に向かって厚く堆積していた。

西側調査区では、土塁の内側で包含層の厚さは０．４ｍ前後である。包含層の堆積状況は上層に１０～

２０ｃｍの厚さで灰黄褐色砂層が堆積するが、これは第１層と呼ばれている層である。第２層が暗褐色

砂層で下層が茶褐色砂層の第２層下層にあたるものと考えられる。遺構検出は、第２層上面と第２

層下層上面、基盤砂層の上面の３面で検出にあたった。

註１『寺家遺跡発掘調査報告Ｉ』１９８６石川県立埋蔵文化財センター
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第 ２ 節 遺 構

１．第１層の遺構

黄灰色の砂丘砂を除去していくと、若干粘質をおびた黄灰

褐色の砂層が現れた。前述のとおり第１層は２０ｃｍ前後の厚さ

で堆積しているが、これは第３次の報告と同じで第２層の土

塁で区画された郭の上に堆積した包含層である。

この層では東側調査区でＮ-２７ ° -Ｅに走向する溝３条と

その溝の南先端で接するように伸びるＮ -６０ ° - Ｗに軸をと

る溝１条が検出された。南北方向の溝は、幅４０ｃｍ前後・深さ

１０ｃｍ前後の規模で約２ｍの間隔で並行して走っている。また

東西に走る溝もほぼ同じ規模の溝である。この溝の性格につ

いても報告されている畑の畝に伴った溝条の遺構の可能性が

想定されているものである。緩斜面に合わせた土地利用がな

されている。

２ ． 土 塁

調査開始の表土除去段階で西側調査区全域で現れてきたの

が土塁である。調査区の長軸とほぼ同方向にやや弧状を描き

伸び、Ｎ -２５ ° - Ｗの方向にほぼ向っている。部分掘で西側

の基底部の全形は窺い知れないが、５・６区で推定すると、

土塁の基底部の幅は３７０ｃｍ前後となる。また土塁に伴った溝

が郭（土塁の内）の外側で検出された。内側では、土塁基底

部に若干の凹みが観られたが、溝は検出されなかった。土塁

上に平坦面をもっているが幅が２０～１９０ｃｍを測り、南側３～

５区にかけては幅が狭く痩せ尾根状となり、北側の３区で

徐々に幅が広がり２区で１５０ｃｍ前後の幅の平坦面となってい

る。また、２区と３区の境界に土塁に直交して幅２．５ｍ、深

さ約２０ｃｍの規模で凹んでいた。土塁に３箇所のトレンチを

設定し、盛土状況を観察した。

ＡＢセクション

イ
「
・
・

ノ
ソ
レ
レ

ｊ

‾ 一 -

｜

一

一

｝

０
　
　

-

̶

-

-

̶

レ ・

第３章遺構と遺物１９

Ｑ

ｙ糾
ヘ才

Ｏ Ｏ
Ｏ

ｊｌ

１

｜
ｊｌ
ｌ

ャ ∠ ナ ∧ 〒

之 ○ ナ
ー０ ５ ｍ心
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２区と３区の境界に設定した。土塁の盛土は暗褐色の基盤砂層である第２層上に築いているもの

と考えられる。高さは基盤からの高さが９２ｃｍを測り、郭内との比高は約１２０ｃｍである。土塁の盛土

は、灰黄褐色の砂層が上部に覆う状態で堆積し、内側に灰茶褐色の砂層が堆積していた。この地点

での土塁上平坦面の幅は１８２ｃｍを測る。また、土塁盛土の真下でＳＤ０４を検出している。
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２２

ＣＤセクション

４区中央に設定したトレンチである。土塁上の平坦面は幅４４ｃｍと狭い位置にあたる。基盤砂層は

前セクションと同じ第２層で基盤からの高さ１２４ｃｍを測り、郭内との比高は１７３ｃｍとなっていた。盛

土は最上部に黒褐色と黄色砂の混合した層が厚さ約２０ｃｍ堆積し、その下に灰黄褐色と灰茶褐色の砂

層が堆積していた。

ＥＦセクション

６区に設定したトレンチで郭外側の溝（ＳＤ０１）と土塁の関係が観察できる唯一のセクションで

ある。土塁の基盤は暗褐色砂の第２層上に築かれている。基盤から１０５ｃｍの高さまで盛土されてい

た。上端は１３５ｃｍの平坦面があり、盛土は他の場所と同じ灰黄褐色と灰茶褐色の砂層であった。Ｓ

Ｄ０１は、土塁上端からの幅で２４２ｃｍ、深さ８０ｃｍの規模であった。

このセクションで土塁が改修されていることが確認された。土塁外側の基底部より内へ約４０ｃｍ入

った位置に幅１０５ｃｍ、深さ５２ｃｍの規模の溝（ＳＤ０２）が検出され、改修前の土塁に伴う溝で土塁の

規模は高さ５５ｃｍ、幅は推定で２５０ｃｍ前後になるものと考えられる。この結果、改修前の土塁は灰茶

褐色系の砂で盛られ、改修後は規模も大きくなり、灰黄褐色系の砂で盛土されたと考えられる。
８．５０ｍ

８。５０ｍ
-

８。５０ｍ
-

８。００ｍ
-

-

１。淡灰黄褐色砂層
２．濁灰黄褐色砂層
３．灰黄茶褐色砂層
４．黄灰茶褐色砂層
５．淡灰黄茶褐色砂層
６．濁灰茶褐色砂層
７．暗灰茶褐色砂層
８．淡灰茶褐色砂層
９．濁茶褐色砂層
１０．暗黄褐色砂層
１１．黄灰褐色砂層
１２．淡黄灰褐色砂層
１３．明黄灰褐色砂層
１４．濁黄灰茶褐色砂層
１５．黄灰茶褐色砂層
１６．暗黄灰茶褐色砂層
１７．茶褐色砂層
１８．黒褐色砂と黄色砂の混合刷
１９．灰黄色砂層
２０．濁灰黄茶褐色砂層
２１．濁灰茶褐色砂層
２２．暗褐色砂層
２３．濁暗茶褐色砂層
２４．淡灰褐色砂層
２５．灰黄褐色砂層
２６．濁黄褐色砂層
２７．淡灰茶褐色砂層
２８．濁黄灰褐色砂層
２９．濁淡黄灰褐色砂層
３０．淡黄灰褐色砂層
３１．濁黒褐色砂層
３２．濁暗褐色砂層
３３．淡黄灰褐色砂層
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０ ２ｍ
七

第１１図土層断面図（１／６０）



第３章遺構と遺物２３

３．第２層の遺構

第２層では、前述の土塁と溝、ピットを検出した。郭の内側で畝溝と考えられる不整形で浅い溝

を西側調査区で約２０条、東側調査区で１３条が検出された。覆土は第１層の灰黄褐色砂で埋っていた。

畝溝の走向は西側調査区でＮ -５ｙ -Ｅ、東側調査区でＮ -４５ ° - Ｅと東側の畝溝が若干北に振って

いた。この溝に直交する溝が３条検出している。溝の規模は幅６５～２０ｃｍと一定していない。深さは

２～８ｃｍと浅く、溝底は一定していなかった。３区で検出されたピットは略円形を呈し、径約４０ｃｍ、

深さ１２ｃｍを測る。この他に溝としたものの中にピット状になるものも含まれる。

また土塁に伴うＳＤ０１は、土塁上端からの幅で２２６～２４５ｃｍ、土塁外の平坦面からの深さが２６～３０

ｃｍを測る。このＳＤ０１の西側郭外は、段状に平坦面となっていた。規模は８５～１１０ｃｍの幅でＳＤ０１

に沿ってＮ-４８°-Ｗの方向に走っていた。南側平坦面と段差は約１０ｃｍを測る。ＳＤ０１の南端で土

坑状の落ち込みを検出している。規模は調査区外に広がり不明である。ＧＨセクションで観るかぎ

りＳＤ０１を切って掘り込まれている。覆土は暗黄灰色砂層である。

４．第２層下層の遺構

ＥＦセクションで確認された改修前の土塁と溝（ＳＤ０２）である。また、基盤砂層で検出された

ＳＤ０３・ＳＤ０４は、２区以北で第２層下層が土塁の改修や郭内の整地などにより削平されていたた

めと考えられ、第２層下層の遺構として取り扱った。

ＳＤ０２は改修前の土塁に伴う溝で５～６区にかけて、Ｎ-５０ ° -Ｗの東西方向の溝である。検出

は調査者の力量不足から、土塁を撤去してから行った。規模は幅８２～１０５ｃｍ、深さ２０ｃｍ前後で西側

へと深くなっていた。覆土は茶褐色砂層である。

６。１０ｍ
- 一

１。灰黄褐色砂層
２．暗褐色砂層
２１２に炭化物を多く含む
３．茶褐色砂層

０ ２ ｍ

第１２図東側上面遺構平面図・土層断面図（１／６０）



２４

ＳＤ０３はＳＤ０４と並行してＮ-ぽ-Ｅの南北方向に走る溝である。規模は検出面で幅８０～１００ｃｍ、

深さ３０ｃｍ前後を測る。覆土は灰茶褐色砂で、ＩＪ・ＫＬセクションの観察からＳＤ０４を切って掘ら

れた溝でＳＤ０２と同様の機能を有する溝と考えられる。

ＳＤ０４はＳＤ０３と同様にＮ-ぽ-Ｅの南北方向の溝である。ＳＤ０３に先行する溝で幅１５２～１６５

ｃｍ、深さ３９～４６ｃｍを測る。覆土は灰茶褐色砂である。

５．基盤砂層の遺構

灰黄色の基盤砂層で検出した遺構である。土坑１基（ＳＫ０１）、ピット４６個、溝１条、性格不明

の落ち込みが検出された。

ＳＫ０１は４区に位置する。平面形は歪な楕円形を呈するものとみられる。西側上端が調査区外に

なるが規模は上端で２３０×１４５ｃｍ、深さ７３ｃｍを測る。覆土は灰褐色砂である。
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１。暗黄灰褐色砂層
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第１７図各遺構土層断面図（１／６０）
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１５．濁黄灰褐色砂層

ＳＤ０４

２ｍ

ピッ トは多数検出し、柱穴と考えられるものもあるが調査区が狭いため建物の検出には到らな

かった。平面形が円形を呈するものが多く、直径２０～６０ｃｍ前後、深さ１０～３０ｃｍ前後である。遺物も

土器の細片が少量出土した程度である。

溝は２区に位置し、Ｎ-４２°-Ｗの方向に走る。幅６０ｃｍ、深さ２４ｃｍを測る。この他に土坑状の落

ち込みが２・３区と５区で検出された。

今回の調査で出土した遺物は、土塁の盛土からのものが大半を占めている。器種別に見ると弥生

土器、須恵器、土師器、青磁、瀬戸・美濃系陶器、珠洲焼、鉄製品、鉄滓等と様々な遺物が出土し

た。土師器の中には古式土師器や中世土師器も含まれていると思われるが細片が多く分類すること

ができなかった。また、中世の遺物については小片で図化できなかった。以下、図化した遺物を中

心に若干の説明を加えたい。

弥生土器、その他

１は小型の鉢の口縁部である。口縁端部はやや外反し、先細となる。外面は斜方向、内面が横方

向に条痕文が施され、口縁外面に４条の沈線が巡っている。胎土には１回前後の砂粒が一定量含む。

内外面とも赤彩が施される。時期は柴山出村式に比定されるものと思われる。２は東区より出土し

た脚部である。ナデと指頭によるオサエで調整されている。１ｍｍ前後の砂粒を多く含み、焼成は良

い。高坏や鉢などの脚と思われる。

須 恵 器

１２８点が出土した。３～・ｒＬ点は坏身である。受部の立ち上がりはいずれも短く、１は直線に２は

内傾し３は外反ぎみに立ち上がる。内外面は横ナデ調整で胎土は１ｍｍ前後の砂粒が少し含まれる。

焼成は良好で１、２には受部に降灰が及んでいる。寺家遺跡の画期でいえば１１期に比定される。
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６～１０は坏蓋である。６は口径１６．８ｃｍを測り、ロ縁部は屈曲して丸くおさめる。内外面とも横ナデ調整

され、天井部はヘラ切り後にナデ回ししている。淡灰色を呈し、胎土は１～２日の砂粒を少し含み、焼成

は良好である。７はつまみ部と口縁が欠損するもので、外面は浅樟灰色を呈し焼成がやや不良なものであ

る。６・７には扁平なつまみが付くものと思われる。８の口縁端部は屈曲して垂下し、９は屈曲して丸く

おさめる。胎土は８が緻密であるが９は砂粒を多く含む。

川ま口径１０．０ｃｍの無台の坏である。口縁部は直線的に伸びて端部で微妙に外反しておさまる。内外面が

横ナデ調整され、底部はヘラ切り後にヘラ先で定方向にナデつけている。淡灰色を呈し、胎土、焼成は良

好である。１２、１３も口縁端部が外反しておさまるもので、胎土は１２が砂粒が多く、１３は良い。焼成は１３が

やや不良である。１４は口縁が外反ぎみにおさまるものである。１５、１６は口径がそれぞれ１２．０ｃｍ、１４．６ｃｍを

測るもので口縁が内湾ぎみに立ち上がり端部が丸くおさまる。１５は灰色、１６が淡灰色を呈し、胎土と焼成

は良好である。

１７～２４は無台坏の底部破片である。内外面は横ナデ調整され、底部はヘラ切りである。切り離しの後の

調整は、粗雑なナデのものが多い。１７は器壁が厚く、底部から体部へやや丸く立ち上がる。器壁が薄いも

の（１２、４３、４８）、厚いもの（１３、５７、１５）がある。２４は底部の器壁が厚く、斜方向に伸びる体部で器壁が

薄くなる。１７、２０は乳白色を呈し、焼成不良である。１８、２１は浅樟灰色を呈し、芯に酸化層が残っている。

２５、２６は有台坏の底部破片で、高台は底部のやや内側に貼り付けられナデ調整される。２５は逆台形状の

高台で、２６は外方に踏ん張るものである。焼洗胎土は良好である。

２７は当初、脱の頚部と思ったが高坏の体部片で実測図は逆転し開く。内外面が横ナデ調整され、外面に

段を有し、その下に波状文が巡る。外面は降灰で黒灰色の光沢を持つ。胎土は緻密で焼成も良い。古墳時

代の所産である。

２８～３０は瓶の口縁部破片である。２８は口径１１．６ｃｍで口縁端部が屈曲して外反する。内面は降灰粕で緑色

を呈す。２９、３０は外方に開く口縁で端部で屈曲して面を持つものである。内外面は横ナデ調整され、２９の

体部内面はタタキである。それぞれ外面は降灰があり、３０は粕が垂れている。３１は瓶の肩部で２条の沈線

が巡る。焼成・胎土は良い。

３２は甕の口縁部である。口径１２５．６ｃｍの小型でのもので外反して伸びる口縁で端部の外方に面を持たせ１

条の凹線が入る。ロ頚部外面にはカキ目状の調整が斜方向に入り、その後に横ナデ調整されている。焼成

は良い。

３３～３８は瓶類の底部破片である。３３は小型のもので調整、胎土、焼成とも良い。３３、３４は底部の調整は

粗雑である。３６～３８は高台が付くものである。体部真下に付き、やや外方に踏ん張る高台である。胎土は

砂粒を多く含むものが多く、焼成は良好である。また３３、３５、３７、３８には内底に降灰が見られる。

３９～４７は甕の体部や頚部の破片である。外面は並行タタキ、内面は同心円状タタキのものがほとんどで、

夕夕キ目の細いもの、粗いものがある。４１は頚部で外面はタタキの後にナデ調整がされ、３状の凹線が施

される。４３は甕の体部破片であるが四方を打ち欠いて割れ口を比較的に丸くしている。４７も同様なものと

思われる。
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土 師 器

４８は婉または皿の底部破片で底部は糸切りである。内面には指頭によるオサエ痕が残り調整は粗

雑である。４９は外方に直線的に伸び、端部でやや外反する皿である。内外面は横ナデ調整され、器

壁を薄く仕上げている。底部の切り離しは回転糸切りである。乳檀色を呈し焼成は良い。

５０～５３は甕と蝸である。５０、５１は底部破片で黄桧色を呈する。５２は口縁部で内外面がナデ調整さ

れ外面に煤が付着している。５３は大型の蝸で、内湾ぎみの体部で口縁で外屈して内方に屈曲して、

端部に面を持たせおさまる。外面体部下半をタタキ調整し、上半は横ナデ調整する。内面は横ナデ

とカキ目調整である。乳檀色を呈し、外面には煤が付着する。この他に内面に黒色処理を施したも

のも出土したが細片で図示できなかった。

その他の遺物

５４は縁に丸みを持つ円柱形の土錘で半分以上を欠損する。卵は打製の石鏃で石質は白色凝灰岩と

思われる。５６は銅銭で「□□元□」で銭貨名は不明である。５７～７４は鉄製品および鉄滓である。５７
～５９は刀子、６０が釘である。

この他に製塩土器や軽石、また土塁の盛土上から２０～３０ｃｍ大の角傑が出土した。
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寺家遺跡は、羽咋市寺家町から同柳田町にかけて延長約１．２ｋｍ、面積約２５ｈａの広がりがあり、

羽咋砂丘の内陸部に営まれた縄文時代から室町時代までの大規模な複合遺跡であることは前述した

とおりである。今回の調査区は遺跡中心部の東側、中央大型建物群より東方へ約１２０ｍに位置する。

検出された遺構は、土塁・溝状遺構・土坑・ピット・不明の落ち込みである。遺物では今回の調

査で最古の土器として、弥生時代の柴山出村式土器に比定される鉢が出土したが遺構の確認はでき

なかった。本遺跡の東方縁辺部にあたる第１１次調査（１９９３年）註１で同時期に比定される土器が出土

していて、同地区を含む遺跡東側には弥生時代前期の集落跡が存在するものと想定される。その他

の出土遺物の大半は本遺跡の中心時期を示す須恵器と土師器である。しかし、包含層や土塁の盛土

から出土したものがほとんどで遺構の所属時期を特定するには到らなかった。そこでこれら検出資

料をこれまで詳細に報告されている小嶋芳孝氏の「寺家遺跡の画期」註２に従って今回の調査区の位

６ 、 ／ ／ ４ ３ ２ 。 。 。 。 ｀ 。 ／ 。 ’ ・ 。 ゝ ｚ ／ Ｘ Ｘ ゝ ｀ 、 ＼ ＼ 、 、 ＼ ３ ６ １ ゝ
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口 ：

３３

第２１図砂田地区Ｎ区の土塁との位置関係図（１／２，０００）
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置付けを若干考えておわりとしたい。

今回の調査で包含層は第２層下層までが検出されたが、これは土塁の構築と郭内の整地で第４層

以下が削平されたことによるものと思われる。遺物ではステージ１の１１期に属するものも含まれ、

砂丘末端で小集落が点在して営まれる７世紀前半から、祭祀に関する遺構が多くなるステージ２、

竪穴式建物から掘立柱建物にかわるステージ３、集落的な建物群がみられなくなり、大型の掘立柱

建物群が造営され政庁域が設定され、周辺に生産域が設けられるステージ４の９世紀中頃までは、

遺物が散在する程度で遺構の確認はできなかった。

ステージ５では、砂丘の内陸への進行により遺跡の半分以上が砂丘の下に埋まり、これまでの祭

祀施設や大型建物群は姿を消し、土塁と溝で区画した郭に館群が造営される時期である。１・２区

で検出されたＳＤ０４を同時期の溝と考えている。

１３世紀から１４世紀前半に入るステージ６が今回の調査で検出された土塁の時期に当たるものと考

えられる。この時期は一辺５０ｍ前後の方形郭群が、幾つも連接して造営されていて、郭内には井戸

を伴う館的な施設や宗教的施設の石塚が検出されている。土塁や溝の重複から、少なくとも２回の

郭の改造と建物群の建替えがあった事が分かっているが、今回の調査でもＳＤ０２とＳＤ０３に伴う土

塁から、ＳＤ０１に伴う土塁へと改修されていることが確認できた。また、１９８５年に実施された調

査註３でも当該ステージの土塁・溝が検出され、方形郭群がかなり広範囲に造営されていることが

分かる。

ステージ７は、１４世紀中葉で建物群の機能が廃絶し、土塁内が畑となったものと思われる最終段

階の時期である。本区域も同様に多数の畝溝を検出している。再び砂丘の移動が徐々に活発となり、

砂丘砂で覆われてしまう。

以上、簡単ではあるが今回の調査結果を報告しておわりとしたい。なお、現地調査から本書作成

に到るまで、度々小嶋芳孝氏に御教示、御指導を頂いた。記して感謝の意を表したい。

註

１．本多秀生『寺家遺跡』１９９７石川県立埋蔵文化財センター
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『寺家遺跡第８次調査報告書』１９８９羽咋市教育委員会

小嶋芳孝「寺家遺跡」『季刊自然と文化特集中世居館』１９９０財団法人観光資源保護財団



寺 家 遺 跡 出 土 遺 物 観 察 表
第１４次発掘調査（Ｊ１苔蒸）

凡 例
挿図番号挿図・写真図版・本文中の遺物番号で通し番

号とした。
調整主として各部位における器面内外の調整手法

を標記した。なお、同じ部位に複数の調整が
観察される場合は、→で表記しその順序を示
した。

胎土海綿骨片、砂粒について、その大きさと量を
裸眼とスコープ（５０×）で観察した。
大きさは２ｍ以上をＬ、１～２ｍをＭ、ｌｍｍ
以下をＳとし、量は、全体を主観的に通有量
と思われるものを基準（３）に、５：非常に多い、
４：多い２：少ない、１：非常に少ないと表
記した。
また、断面とは須恵器にのみ行ったもので、
酸化焔焼成によって生成した茶褐色系の色層
を「酸化層」、還元焔焼成によって生成した
青灰色系の色層を「還元層」とし、内外表面
から内部まで完全な酸化層を○類、内外表面
のみ還元層で、内面は全面的に酸化層が残る
ものをＩ類還元層が内外表面からある程度内
部まで及んでいるが、芯にはまだ酸化層が残
るものをｎ類、内外表面から芯まで完全に還
元層のものをⅢ類、その他変則的な色層をな
すものをＩＶ類として分類・表記した。引用文
献：安里進「須恵器の断面色層と六世紀の焼
成技術」『考古学研究』

現存量□縁部の残存率を２４分割で示した。（）内の
数値は底部の残存を示す。

計測地Ａ：高台径および杯蓋のつまみ部径、Ｂ：底
径、Ｄ：□径、Ｅ：杯蓋の□縁部高、Ｇ：有
台杯の高台高および杯蓋のつまみ部高、Ｈ：
器高。

遺１§・出土地点基本的に出土遺構名を記入し、その他のもの
はグリッド地点を示している。

備考記号、墨痕などその他の観測事項を記入した。



第５表出土遺物観察表（１）

寺家遺跡第１４次３５

挿図
岳号 出土地点 器種 器形 調 整

胎 土
現存度
（／２４）

計測値（ｃｍ）

備 考海綿
骨片

砂Ｓ
粒Ｍ
Ｌ
断面 Ａ Ｂ Ｄ Ｅ Ｇ Ｈ

１ 西３区
包・土塁 弥生土器 鉢 内外面茶庭 ３ Ｍ３ １ 【］縁４条の沈線

内外面赤彩
２ 東区 土師器 脚 部 ナデ一指オサエ １ Ｓ４

３ 西５区
包 須恵器 坏 身 内外面ナデ Ｓ２ Ⅲ ６ Ｈ．０ 受部径１３．０ｃｍ、受部高０．７ｃｍ

４ 西３区
土塁 Ｓ２ Ⅲ ４ １０．６ 受部径１３．０ｃｍ、受託高０．７ｃｍ

５ 西４区
土塁 Ｓ２ Ⅲ １ 受部高０．６ｃｍ

６ 西４区
土塁 坏 蓋 ３ Ｍ２ Ⅲ ６ １６．８ ２．８

７ 西５・６区
ＳＤ０２ Ｌ２ Ｈ

８ 西３区
包 Ｓ１ ｍ ３ １３．４

９ 東区 Ｓ４ Ⅲ ２ １４．４

１０ 西２区
土塁

坏 蓋
つまみ ２ Ｓ３ Ⅲ ３．４ ０．８ 外面降灰

１１ 西４区
包 坏 内外面ナデ

底部ヘラ切り後ナデ Ｓ２ Ⅲ -
ａ １０．０ １３．０ ３．４

１２ 内外面ナデ ２ Ｉ．２ Ⅲ ３ １３．６

１３ ２ Ｓ２ ｎ ３ １４．２

１４ 西５区
包 Ｍ３ ｍ ２

１５ 西５・６区
ＳＤ０２

Ｍ１ ｍ ３ １２．０

１６ 東区 Ｍ２ Ⅲ ２ １４．６

１７ 西５区
土塁 底部ヘラ切り後ナデ Ｍ２ Ｉ ９．０

１８ 西３・４区
土 塁

２ Ｓ２ ｎ ８．０

１９ 西４区
土塁 底部ヘラ切り Ｍ２ ｍ ８．８

２０ 西５区
包

Ｓ３ Ｉ Ｈ）．０

２１ 西３区
土塁 底部ヘラ切り後ナデ Ｌ１ Ｈ ８．８

２２ 西５・６区
ＳＤ０２ Ｓ２ Ⅲ １０、０

２３ 西６区
包 Ｍ２ Ⅲ ８．４

２４ 西４区
土塁 Ｓ２ Ⅲ ７．０

２５ 西５区
土塁 有台坏 内外面ナデ

底部ヘラ切り ３ Ｍ２ Ｈ ６．８ ０．５

２６ 西５・６区
ＳＤ０２

２ Ｍ２ Ⅲ ９．０ ０．５

２７ 西７区
ＳＫ０２ 高坏？ 内外面ナデ ２ Ｍ１ Ⅲ 波状文

２８ 西５区
包 瓶 Ｓ３ Ⅲ ４ １１．６ 内面降灰軸

２９ 西４・６区
土 塁

内外面ナデ
体部内面夕夕牛 Ｍ３ ｍ ３ １２．４ 降 灰

３０ 西２区
土塁 内外面ナデ Ｍ３ Ⅲ ３ １５．６

３１ 西５・６区
ＳＤ０２

Ｓ２ Ⅲ 体部に院線２条

３２ 西２・３区
土塁 甕 内外面ナデ

外部頚部斜方向カキ目
Ｓ３ Ｈ ３ ２５．６ 降 灰

３３ 西６区
包 瓶・底部 内外面ナデ Ｓ２ Ⅲ ６．２

３４ 西４区
土塁 ６．２



３６

第６表出土遺物観察表（２）

挿図
番号 出土地点 器種 器形 調 整

胎 土
現存度
（／２４）

計測値（ｃｍ）
備 考海綿

骨片
砂Ｓ
粒Ｍ
Ｌ
断面 Ａ Ｂ Ｄ Ｅ Ｇ Ｈ

３５ 西５・６区
ＳＤ０２ 須恵器 瓶・底部 内外面ナデ ２ Ｍ３ ｍ ７．０ 内底に降灰

３６ 西５区
包 ２ Ｍ２ Ⅲ ７．２ ０．３

３７ 西４区
土塁 Ｌ１ Ⅲ ５．０ ０．４ 内底に降灰

３８ Ｌ２ Ⅲ

３９ 西４区
包 甕・体節 内面タタキ

外面タタキ、ナデ→カキ目 ２ Ｍ４ Ⅲ

４０ 西５区
土塁

内面タタキ
外面タタキ→カキ目 Ｓ２ Ⅲ 降灰

４１ 西３区
土塁 甕・頚部 内面ナデ

外面タタキ→ナデ Ｓ２ Ⅲ 凹線３条

４２ 西５・６区
ＳＤ０２ 甕・体部 内外面夕夕キ Ｍ２ Ⅲ 降灰

４３ 西６区
トレンチ ３ Ｍ３ Ⅲ 再利用？

４４ 西５・６区
ＳＤ０２

内面タタキ
外面タタキ→ナデ Ｌ２ Ⅲ

４５ 西３区
土塁 Ｍ３ Ⅲ

４６ 西２区
包 Ｍ２ Ⅲ

４７ 西５区
ＳＤ０２ 内外面タタキ ３ Ｓ３ Ｈ

４８ 西５区
包 土師器 底 部 ナデ

底部ヘラ切り後ナデ Ｓ２ ８．０

４９ 西３区
土塁 皿 内外面ナデ

底部糸切り Ｓ１ ８ ５．０ １０．０ ２．４

５０ 西６区
土塁 底 部 内外面ナデ ２ Ｍ２ ６．６

５１ 西６区
トレンチ ３ Ｍ３

５２ 西４区
土塁 甕 Ｍ３ １ 外面煤付着

５３ 西５区
土塁 塙 内面ナデとカキ目

外面ナデとタタキ Ｍ２ ３

５４ 西６区
トレンチ 土 製 土 錘

５５ 西５区
土塁 石 器 石 鏃 縦１．６ｃｍ、横１．８ｃｍ

５６ 貨 幣 銅 銭 「□元□□」

挿図
番号 出土地点 資料名 全長 幅 厚さ 重量（ｇ）

５７ 西５区
包 刃 子 ２．１ ０．８ ０．２ １．２

５８ 西３区
トレンチ ２．１ ０．９ ０．２ １．３

５９ 東 区
包 １．６ １．０ ０．２ ０．７

６０ 西 区
ＳＤ０４ 釘 ２．２ ０，４ ０．３ １．１

６１ 西７区
土塁 不明品 ２．３ ２．０ ０．５ ４．５

６２ 西２区
土塁 ５．２ ２．７ ０．６ １８．５

６３ 束 区
包 鉄 滓 １．２ ０．８ ０．７ ０．７

６４ 西２区
土塁 １．８ １．２ ０．８ １．６

６５ 束 区
包 ２．０ １．５ ０．９ ３．８

挿図
番号 出土地点 資料名 全長 幅 厚さ 重量（ｇ）

６６ 西４区
トレンチ 鉄 滓 ２．３ １．５ １．５ ４．６

６７ 西３区
土塁 ２．４ ２．０ １．５ １２．３

６８ 西４区
包 ２．０ １．８ １．６ ７．０

６９ 西２区
土塁 ２．２ ２．１ １．５ ８．９

７０ 西３区
土塁 ３．０ ２．２ １．６ １１．２

７１ 束 区
包 ３．０ １．７ １．４ ７．８

７２ ４．３ ３．０ ２．８ ３６．２

７３ 西４区
土塁 ４．８ ４．５ ２．４ ７７．４

７４ ８．５ ７．０ ４．５ ３４６．４



写 真 図 版
寺家遺跡の写真記録資料

図版１～１３

寺家遺跡第１４次発掘調査における現地での発
掘記録

図版１４～１６

寺家遺跡第１４次発掘調査における出土遺物の
記録写真
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１。調査区俯瞰（北西より）

２。調査区全域空中写真
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１ 。 上 層 の 遺 構 検 出 状 況 ５ ． 畝 溝 と Ｐ ｉ ｔ 完 掘 （ 南 西 よ り ）

２ 。 畝 溝 と Ｐ ｉ ｔ 検 出 （ 南 よ り ） ６ ． 土 塁 上 の 遺 物

３ 。 畝 溝 と Ｐ ｉ ｔ 検 出 （ 西 よ り ） ７ ． 土 塁 上 の 石 と 鉄 滓

４ 。 畝 溝 と Ｐ ｉ ｔ 完 掘 （ 北 よ り ） ８ ． 鉄 滓 の 出 土 状 況

図
版
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１。西側調査区土塁垂直写真（１）
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３。西側調査区土塁垂直写真（３）
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１ 。 土 塁 盛 土 状 況 （ Ａ Ｂ セ ク シ ョ ン ） ５ ． 土 塁 盛 土 状 況 （ Ｃ Ｄ セ ク シ ョ ン ）

２ 。 土 塁 盛 土 状 況 （ Ｅ Ｆ セ ク シ ョ ン ） ６ ． Ｓ Ｄ ０ １ ・ ０ ２ （ Ｇ Ｈ セ ク シ ョ ン ）

３ 。 土 塁 盛 土 状 況 （ Ｅ Ｆ セ ク シ ョ ン 左 ） ６ ． 土 塁 盛 土 状 況 （ 染 壁 セ ク シ ョ ン ）

４ ． Ｓ Ｄ ０ １ と 包 含 層 （ Ｅ Ｆ セ ク シ ョ ン ） ８ ． Ｐ ｉ ｔ 覆 土 （ ３ 区 ）

図
版
７



Ｃ
Ｓ

ｉ，’
μ

ｉｌ

４、？・
ｙ ‾
タ．ご１１１≒

-

１。土塁全景（南より）

・９．

１ 二

臨附ご単
’／ｙドプｒ？５謡戸゙ ；ｊ．。

２．土塁全景（北より）

． ４ １ ・ ６
- - ’

ＩＳ？１□ｙ゙ｊレぐ嗚５旨ｊ・元ｊ
でミ：ｊぐよｔＦ１九
１万万？Ｔ靫＼：ュ］才］］ｊブｉ
ケヤャヤブデュム窓

｀ ’ ． ‥ ’ ’ Ｉ ｀ Ｉ ゝ

４ Ｊ Ｌ 司 同
Ｗ

’ ． μ ≫ ．

． ． こ ー ． - ｀ ｉ ｓ ゛

Ｉ Ｊ Ｊ ～ - ニ Ｗ ゛ ｌ ｉ ‥ ．
ゝ

λ

ｙ

｀‾

゛ ¬ こ ん ｒ 一
｝＝：゛ノｙ’，ヽ：

レ １ ‥ ＞

図
版
８



ｔ
之

． ゝ Ｉ

- ¶

４ ｀ ・

２。第１層の遺構

｜｜｜

川鴎７Ｕｉｌ謂｜闇図固聊問聊啼腎？

：ｌｉ■１１１１１１１●ＵＩＩＩＩｌｉｊｉｉｌｉＥ

３。畝溝検出状況

ｙ 、 ． や ペ ー ｓ

＼ 、
｀ へ

４。畝溝完掘状況

５。東側調査区土層堆積状況

Ｘ
-

‖‖溜
川１
川１４



１。改修前の土塁（北より）

２ 。 改 修 前 の 土 塁 （ 南 よ り ） ４ ． Ｓ Ｄ ０ ２ 完 掘 状 況 （ 北 よ り ）

３ ． Ｓ ［ ⊃ ０ ２ 検 出 状 況 （ 北 よ り ） ５ ． Ｓ ［ ⊃ ０ ２ 完 掘 状 況 （ 南 よ り ）
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１。西側調査区下層垂直写真（１）

２。西側調査区下層垂直写真（２）

３。西側調査区下層垂直写真（３）
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下層の遺構（北より）

２。下層の遺構（南より）
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６。その他の遺構

８。その他の遺構
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２。西側調査区下層全景（北より）
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